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技術の概要

地盤変位解析(九州地区22箇所)

世界100か国以上,約800プロジェクトに利用(NTTデータ実績を含む)
土砂移動量計算(台湾1地区、九州地区1箇所)

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　 コスト　  　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　大規模な土砂災害の被災直後の被害状況の確認には、飛行機・ヘリコプター・ドローン等が利用されて
いるが、いずれも広域の情報取得には時間とコストがかかる場合がある。また、解像度30～50cmの光学
衛星画像や合成開口レーダーデータの利用が可能となり、マルチステレオビューによる都市域の数値標
高モデルの精度が格段に向上した。このような衛星データを利用して、防災・インフラ整備や維持管理な
どの分野での業務効率化とコストダウンに貢献する。

AW3D(縮尺1/2500地形図、高精細ビルディング3D)
被災状況確認(高分解能画像、緊急撮影プログラム)
土砂移動量計算(数値標高モデル差分解析)
地盤変位解析と準リアルタイム地盤変位監視(合成開口レーダー)
高精細ビルディング3D地図(BIM/CIM対応の素材・都市域CG製作の素材)

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

２．技術の内容

５．活用実績

AW3D(世界最高精度デシタル3D地図)の販売とコンサルティング

※別紙２

高い位置精度を持つ、世界統一基準の地図を提供して、インフラ整備や維持

管理の効率化とコストダウンを実現することができる。

30～50cm分解能の画像を使用して地物の判読や災害前後の画像比較による

被災状況の把握を効率化できる。

高精度の災害前後の数値標高モデルの差分解析による崩壊量、土砂移動量、

災害時の瓦礫発生量の計算を効率的に行うことができる。

準リアルタイムの地盤変位の情報を得ることで、大規模災害の発生を事前に

予測して予防措置の検討を行うことができる。

AW3D（高精密地形）

高分解能

差分解析

地盤変位解析

地図

通信

防災

建築・土木

都市管理

施設管理

空港

(縮尺1/2500レベル地形図)

(電波障害検討の素材)

(被災状況把握、移動土砂量計算、災害に伴う瓦礫発生量計算)

(基本計画、概略設計、CIM対応素材)

(景観設計・合意形成、BIM対応素材)

(施設状況把握、準リアルタイム斜面監視、地盤沈下監視)

(航空路障害物把握のための3D地図データ)



６．写真・図・表

　　　 In SARによる北松地域の地盤変位検出 　　　長崎県松浦市調川(立岩地すべり)の地盤変位

当社はAW3Dの製品販売に関する株式会社NTTデータの販売代理店です。

AW3Dの概要(NTTデータ)

合成開口レーダーによる地盤変位解析(アスロード)

AW3Dは、JAXA ALOS衛星画像の全球網羅性とDigitalGlobe衛星画像の高精細性、最新技術を組み込んだNTTデータ
の自社保有製造ラインを武器に展開している3D地図データ、情報抽出を中心とした付加価値データ提供サービスです。世界
100カ国以上、約800プロジェクトでの利用実績があります。

等高線・縦横断図 テクスチャ付き3Dベクトルデータ
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